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れきはくコレクション２００９ れきはくコレクション２００９ 
企画展 

◇会　　期　2月20日（土）～3月22日（月・祝）
◇会　　場　第1特別展示室

◇開館時間　午前9時～午後5時　

入館は午後4時30分まで 会期中無休

◇入 館 料 一　般　250円（200円）

大学生　200円（160円）

高校生以下無料

（ ）内は20名以上の団体料金

鑓

鑓・穂先 鑓・塩首

半田半兵衛は、尾張荒子で前田利家に仕えた家臣です。天正十二

年（一五八四）の末森合戦で、鑓場一番立ちを得、鉄砲傷を負いな

がらも、その功が賞賛されました。一時八千石を領しましたが、天

正十七年（一五八九）、秀吉の関東征伐に際し、利家軍の母
ほ

衣
ろ

衆
しゅう

と

して出陣し、八王子にて戦死しました。半兵衛が使った鑓は、先祖

の武勲として代々受け継がれてきました。

今回寄付いただいた鑓は、岸家寄贈資料の中の一つですが、岸家

の母方の実家である半田家に伝来したものです。無銘ですが、外箱

蓋裏に「半田半兵衛家江　先祖ヨリ代々傳之」と墨書があります。

半
はん

田
だ

半
は ん

兵
べ

衛
え

の鑓
やり
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開
催
に
よ
せ
て

皆
様
か
ら
寄
付
い
た
だ
い
た
資
料
を
中
心
に
、
若
干
の
購

入
資
料
を
加
え
て
「
れ
き
は
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
0
9
」

を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

主
な
購
入
資
料
は
、
松
尾
芭
蕉
画
像
、
芳
春
院
か
な
書
状
、

前
田
綱
紀
画
像
で
、
寄
付
資
料
は
口
絵
で
紹
介
し
た
鑓や

り

の
他

に
、
旗は

た

指さ
し

物も
の

、
寿じ

ゅ

老ろ
う

人じ
ん

図
、
鉄
道
関
係
資
料
、
金
魚
桶
、
花

嫁
暖の

簾れ
ん

な
ど
で
す
。
美
術
・
歴
史
・
民
俗
の
各
分
野
の
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
は
平
成
三
年
に
開
催
さ
れ
た
石
川
国
体
の
資

料
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、
石
川
国
体
マ
ス

コ
ッ
ト
の
〝
元
気
く
ん
〞
人
形
を
同
時
に
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
来
館
下
さ
い
。

関
連
事
業

◆
列
品
解
説
（
事
前
申
込
不
要
）

二
月
二
十
八
日
（
日
）

資
料
課
長
　
濱
岡
伸
也

三
月
　
十
四
日
（
日
）

学
芸
主
幹
　
本
谷
文
雄

三
月
二
十
一
日
（
日
）

学
芸
員
　
　
塩
崎
久
代

※
午
後
二
時
〜
二
時
三
十
分

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
入
館
料
が
必
要
で
す
。

※
れ
き
は
く
メ
イ
ト
会
員
は
無
料
。
必
ず
会
員
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

企
画
展 

れ
き
は
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
９ 

歴史資料

近藤修氏収集鉄道資料

本西氏収集歴史資料

太田南畝ら書幅

下安江村講関係資料

加賀藩侍帳

市河米庵五言絶句書

市河米庵書

太田錦城七言律詩

太田錦城七言絶句書

レジスター

村本博氏歴史収集資料

岸氏寄贈資料

海防艦207号関係資料

石川国体関係資料

伝蓮如上人書額

市河米庵二行書

市河米庵二字額

鈴木大拙書幅

石川県観光地絵葉書

榎並家資料

富樫家資料

屏風下張り古文書

押し屋用制服・帽子

古写真　七ツ屋町獅子舞

一般用米穀類購入通帳

今村捨三家資料

御進物所木箱

点数 寄贈者（敬称略）

38

28

2

12

1

1

1

1

1

1

11

258

3

3

1

1

1

1

169

79

233

1

2

1

1

97

1

近藤　修

本西　武

丸田ゆみ子

金子君江

松田房徳

松田房徳

松田房徳

松田房徳

松田房徳

小林昭三

村本　博

岸　洋一

島田一郎

島田一郎

松田房徳

松田房徳

松田房徳

松田房徳

和泉富夫

金谷雅俊

金谷雅俊

金谷雅俊

近藤　修

白尾佳美

津田淑子

今村は満子

今村は満子

平成21年度収蔵資料一覧（平成21年2月～22年1月末現在）

資料名 点数 寄贈者（敬称略）

民俗資料

美術品

御印物箱

竹内家戦時関係資料

山岳愛好四高生の映像フィルム

収納米取扱印鑑

九谷庄三・松島九兵衛肖像画

松尾芭蕉画像（田中訥言画・成田蒼賛）

絹本絹装（著色）前田綱紀公御尊影

芳春院かな書状

天神堂

枠

藁すぐり機

金魚桶（金魚行商用）

カギ（金魚行商用）

カタネ棒（金魚行商用）

ハナビン（金魚行商用）

タモ（金魚行商用）

花嫁暖簾

蚊帳

ビー玉

紙メンコ

将棋駒

西谷家資料

龍図燗鍋

金谷雅俊氏寄附絵画資料

受け入れ資料

4

5

11

62

2

1

1

1

1

3

1

2

14

1

2

2

1

1

247

896

164

33

1

5

2,410

今村は満子

竹内郁子

中山豪夫

購入

購入

購入

購入

購入

島田一郎

安田光男

安田光男

濱名久司

濱名久司

濱名久司

濱名久司

濱名久司

津田淑子

津田淑子

津田淑子

津田淑子

津田淑子

西谷芳子

島田一郎

金谷雅俊

資料名
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松尾芭蕉画像 寿老人図（金谷氏資料）

マエカケ（西谷家資料）

ハナビン（金魚行商用）

海防艦207号　模型

西南の役　褒章状ならびに目録（富樫家資料）

横山長知書状（今村捨三家資料）

芳春院かな書状

旗指物（岸氏資料）

ヘッドマーク（近藤氏資料）
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石
川
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
案
内
　
　
　
　
　
　
（
税
込
定
価
）
一，

〇
〇
〇
円

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
品
目
録

三，

五
〇
〇
円

冷
泉
家
の
歴
史
と
文
化

一，

〇
〇
〇
円

モ
ダ
ン
の
調
べ
　
蓄
音
機

一，

〇
〇
〇
円

太
子
信
仰
と
北
陸
　
―
聖
徳
太
子
へ
の
あ
こ
が
れ
―

一，

二
〇
〇
円

永
光
寺
の
名
宝

一，

二
〇
〇
円

紀
尾
井
町
事
件
　
―
武
士
の
近
代
と
地
域
社
会
―

一，

七
〇
〇
円

う
さ
ぎ
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

一，

七
〇
〇
円

祝
い
絵
　
―
デ
ィ
ス
プ
レ
ィ
の
民
俗
誌
―

二，

〇
〇
〇
円

能
楽
　
―
加
賀
宝
生
の
世
界
―

一，

二
〇
〇
円

利
家
と
ま
つ
の
生
き
た
時
代
　
―
戦
い
・
く
ら
し
・
女
た
ち
―

一，

九
〇
〇
円

景
勝
を
め
ぐ
る
　
―
い
し
か
わ
の
景
観
史
―

一，

二
〇
〇
円

い
し
か
わ
の
歌
仙
絵
馬

一，

四
〇
〇
円

風
俗
画
伯
　
巌
如
春
　
―
都
市
の
記
憶
を
描
く
―

一，

四
〇
〇
円

源
平
合
戦
と
北
陸
　
―
義
経
伝
説
を
育
ん
だ
ふ
る
さ
と
―

一，

六
〇
〇
円

加
賀
百
万
石
へ
の
道
　
―
戦
国
か
ら
太
平
へ
―

二
〇
〇
円

昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―

一，

〇
〇
〇
円

石
川
の
お
宝
史
　
―
名
宝
か
ら
文
化
財
へ
―

三
〇
〇
円

弥
生
ム
ラ
の
風
景
　
―
越
の
ク
ニ
生
み
・
境
界
・
交
流
―

一，

二
〇
〇
円

御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧

三
〇
〇
円

肖
像
画
に
み
る
加
賀
藩
の
人
々

一，

四
〇
〇
円

K
O
S
O
D
E

百
・
華
・
繚
・
乱
　
―
丸
紅
所
蔵
衣
裳
名
品
展
―

五
〇
〇
円

春
日
懐
紙

五
〇
〇
円

本
願
寺
展
　
―
世
界
遺
産
の
歴
史
と
至
宝
―

二，

三
〇
〇
円

※
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販
売
中
。
定
価
は
す
べ
て
税
込
。
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、

当
館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
刊
行
物

案
内
（
図
録
等
）」
を
ご
覧
下
さ
い
。（
電
話
〇
七
六
│
二
六
二
│
三
二
三
六
）

主
な
刊
行
物
の
ご
案
内

貸
出
中
の
館
蔵
品

他
の
施
設
で
も
見
ら
れ
る
歴
博
の
貴
重
資
料

歴
博
の
館
蔵
資
料
は
総
数
約
十
六
万
点
に
も
及
び
ま
す
が
、
そ
の

一
部
は
、
県
内
外
を
問
わ
ず
、
他
館
の
展
覧
会
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
放
送
局
や
出
版
社
へ
の
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
な
ど
の
貸
し
出
し
も
、
よ
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
や
催

し
物
な
ど
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
業
務
で
す
が
、
こ

れ
も
博
物
館
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
な
の
で
す
。

・
「
加
賀
藩
江
戸
下
屋
敷
絵
図
」

・
「
加
賀
様
御
行
列
附
」

・
「
兼
六
園
絵
巻
」

・
「
巽
御
殿
絵
巻
」

・
「
白
麻
地
小
梅
文
様
染
繍
帷
子
」

・
「
夜
光
の
玉
」

ほ
か
計
四
十
点

特
別
展
「
中
山
道
板
橋
宿
と
加
賀
藩
下
屋
敷
」

二
月
十
一
日
（
木
・
祝
）

〜
三
月
二
十
二
日
（
月
・
祝
）

会
　
場
　
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館

（
東
京
都
・
〇
三
―
五
九
九
八
―
〇
〇
八
一
）

・
「
加
陽
御
軍
装
」

・
「
五
十
騎
座
備
之
図
」

・
「
疋
夫
兵
器
図
解
」

計
三
点

企
画
展

「
史
料
に
み
る
武
具
・
軍
装

〜
前
田
土
佐
守
家
資
料
を
中
心
に
〜
」

一
月
二
十
三
日
（
土
）

〜
四
月
十
一
日
（
日
）

会
　
場
　
前
田
土
佐
守
家
資
料
館

（
金
沢
市
・
〇
七
六
―
二
三
三
―
一
五
六
一
）

夜光の玉

加賀藩江戸下屋敷絵図

兼六園絵巻

巽御殿絵巻

加賀様御行列附

加陽御軍装

白麻地小梅文様染繍帷子
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第8回石川の歴史遺産セミナー開催

十
二
月
八
日
、
石

川
の
歴
史
遺
産
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
白
山

を
め
ぐ
る
今
後
の
課

題
」
。
第
一
回
か
ら

「
白
山
」
を
共
通
課
題

と
し
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ

の
総
括
と
し
て
歴
史
学
、
民
俗
学
、
考
古
学
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
研
究
成
果
や
今
後
の
展
望
な

ど
を
、
三
名
の
講
師
に
発
表
を
い
た
だ
き
、
あ
わ

せ
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

四
十
五
日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
本
願
寺

展
│
世
界
遺
産
の
歴
史
と
至
宝
│
」
が
、
十
一
月
三

日
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
真
宗
王
国
と

い
わ
れ
る
土
地
柄
だ
け
に
、
門
徒
の
皆
様
を
は
じ
め

多
数
の
来
館
者
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
職
員
も
特
別

体
制
で
お
迎
え
し
ま
し

た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま

し
て
大
き
な
混
乱
も
な

く
、
大
変
好
評
を
博
し

ま
し
た
。
お
世
話
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
の
皆

様
に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

十
月
十
五
日
、
秋

の
歴
史
散
歩
を
実

施
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
尾
張
町
界
隈
の

近
代
建
築
を
め
ぐ

る
」
で
二
十
名
の
皆

様
が
参
加
。
尾
張
町

に
は
近
代
建
築
遺
産

が
多
く
、
ひ
と
巡
り
す
る
だ
け
で
も
、
日
本
近
代

建
築
の
流
れ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
旧
高
岡
銀
行

橋
場
支
店
（
現
金
沢
文
芸
館
）
を
は
じ
め
と
す
る

計
七
箇
所
を
散
策
し
、
当
館
学
芸
員
が
ご
案
内
い

た
し
ま
し
た
。

秋のバスツアー　彦根方面へ

十
一
月
五
日
、
秋
の
バ
ス
ツ

ア
ー
を
実
施
。
今
回
は
「
彦
根

城
と
近
江
の
名
刹
を
訪
ね
て
」

を
テ
ー
マ
に
四
十
名
の
皆
様
の

参
加
を
得
て
、
錦
秋
の
湖
東
へ

と
足
を
運
び
ま
し
た
。
彦
根
方

面
へ
の
旅
は
五
年
振
り
と
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代

に
朝
鮮
通
信
使
の
宿
泊
所
と
さ
れ
て
い
た
宗
安
寺

を
は
じ
め
、
彦
根
城
博
物
館
、
彦
根
城
、
天
寧
寺
、

青
岸
寺
を
見
学
。
訪
問
先
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ご
案

内
を
い
た
だ
き
、
大
変
充
実
し
た
旅
と
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
現
地
で
お
世
話
下
さ
い
ま
し
た
関
係

の
皆
様
に
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
2
〜
3
月
）

◎
開
講
時
間
：
午
後
2
時
〜

◎
会
　
　
場
：
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
…
第
2
展
示
室

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
学
習
ホ
ー
ル

◎
受

講

料
：
無
料
　
※
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
は
無
料
。
た
だ
し
他
の
展
示
も
あ
わ

せ
て
観
覧
の
場
合
は
入
館
料
が
必
要
。

◎
申
し
込
み
：
不
要
　
※
当
日
受
付
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

常
設
展
示
室

歴
史
体
験
コ
ー
ナ
ー
原
始
・
古
代
編

4
月
3
日
（
土
）
〜
7
月
7
日
（
水
）

楽
し
い
歴
史
体
験
が
で
き
る
人
気
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
原
始
・
古
代

編
に
模
様
替
え
で
す
。「
土
器
や
石
器
に
ふ
れ
て
み
よ
う
」「
飛
鳥
時
代

の
衣
服
を
着
て
み
よ
う
」「
銅
鐸
を
鳴
ら
し
て
み
よ
う
」
な
ど
な
ど
、

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
。
み
ん
な
で
原
始
・
古
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！

月
　
日

行
　
　
　
事

内

容

2
/
20
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

盆
正
月
と
山
王
祭
‐
幻
の
城
下
祭
礼
‐

（
学
芸
主
査
　
大
門
　
哲
）

3
/
7
（
日
）
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

幕
末
の
加
賀
藩

（
学
芸
員
　
塩
崎
久
代
）

3
/
20
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

近
世
後
期
の
金
沢
町
人

（
学
芸
員
　
塩
崎
久
代
）

大盛況の本願寺展終了 尾張町界隈の近代建築めぐり

❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

催事日録 

2
月
18
日
（
木
）
〜
19
日
（
金
）

3
月
23
日
（
火
）
〜
24
日
（
水
）

展
示
替
え
等
に
よ
る
休
館
日
（
２
〜
３
月
）

れきはくゼミナール

常設スポット講座

お
知
ら
せ
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本
多
の
森
か
ら

昨
年
秋
よ
り
、
第
一
棟
二
階
に
あ
っ
た
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
が
、
第
二

棟
一
階
の
第
四
展
示
室
の
一
角
（
歴
史
体
験
コ
ー
ナ
ー
入
口
付
近
）
へ
移
動
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
話
題
性
の
あ
る
資
料
、
担
当
学
芸
員
こ
だ
わ
り
の
資
料
な

ど
を
、
原
則
と
し
て
一
つ
の
展
示
ケ
ー
ス
、
月
替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

部
屋
は
ベ
ン
チ
な
ど
も
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲
気
。
新
た
に
、
解
説
会
も

展
示
に
応
じ
て
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
新
情
報
を
お
見
逃

し
な
く
！

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
秘
話

歴
博
の
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
刊
行
物
、
封
筒
、
看
板
な

ど
に
表
示
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
ご
存
知
で
す

か
。
赤
レ
ン
ガ
三
棟
が
巧
み
に
取
り
込
ま
れ
て
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
、
小
さ
な
マ
ー
ク
で
す
。

そ
も
そ
も
こ
の
マ
ー
ク
、
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
実
は
こ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
に
一
般
公
募
さ

れ
た
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
な
の
で
す
。
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
公
募(

募
集
期
間
・
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
八
日
〜
六

十
三
年
二
月
十
四
日)

は
、
開
館
一
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
。

応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
石
川
県
旗(

昭
和
四
十
七
年
制
定)

で

使
わ
れ
て
い
る
石
川
の
マ
ー
ク
を
入
れ
る
な
ど
の
条
件
を
付

け
ま
し
た
。

さ
て
募
集
開
始
当
初
は
「
応
募
数
が
わ
ず
か
だ
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
」
と
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た

不
安
も
程
な
く
し
て
吹
き
飛
び
ま
す
。
全
国
版
公
募
系
情
報

誌
に
掲
載
さ
れ
た
お
か
げ
で
、
最
終
的
に
県
外(

十
九
都
府

県)

か
ら
の
応
募
作
六
十
一
点
を
含
め
た
、
全
一
九
六
点
も
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
応
募
者
の
年
齢
層
も
十
代
か

ら
八
十
代
ま
で
と
幅
広
く
、
ま
た
県
内
高
校
生
か
ら
の
応
募

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
意
外(

？)

な
関
心
の
高
さ
に
少
し
驚
い

た
も
の
で
す
。

選
考
は
当
館
で
行
い
、
満
場
一
致
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
の
は
、
金
沢
市
の
古
田
政
樹
さ
ん
に
よ
る
作
品
。
そ
れ
は

奇
し
く
も
募
集
締
切
日
夕
方
に
届
い
た
、
最
終
一
九
六
番
目

の
応
募
作
品
で
し
た
。

ち
な
み
に
こ
の
時
、
別
に
設
け
ら
れ
た
ス
タ
ン
プ
賞
を
受

賞
し
、
そ
の
後
記
念
ス
タ
ン
プ
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
作
品
が
四
点
あ
り
、
そ
れ
ら
は
現
在
で
も
休
憩
コ
ー

ナ
ー
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

作
者
に
よ
る
制
作
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
建
物
全
体
が
資
料
的

性
格
を
も
つ
三
棟
の
赤
煉
瓦
建
物
そ
の
も
の
を
モ
チ
ー
フ
と

し
、
県
民
に
親
し
み
を
P
R
す
る
明
る
い
造
型
を
こ
こ
ろ
が

け
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
性
を
も
た
せ
る
た
め
英
語
表
記
を
用

い
た
。」
で
す
。
以
来
現
在
ま
で
二
十
年
以
上
の
長
き
に
わ

た
り
、
歴
博
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

〈
対
　
　
象
〉
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

〈
期
　
　
間
〉
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
（
一
年
間
）

〈
会
　
　
費
〉
年
額
一，

〇
〇
〇
円

〈
特
　
　
典
〉
広
報
誌
「
石
川
れ
き
は
く
」、
情
報
誌
「
れ
き
は
く
メ
イ
ト
情
報
」
ほ
か

各
種
催
し
物
案
内
が
随
時
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
会
員
証
の
提
示
に

よ
り
、
常
設
展
の
入
場
が
無
料
（
特
別
展
開
催
時
は
団
体
料
金
）
に
な

る
ほ
か
、「
歴
史
散
歩
」
や
「
バ
ス
ツ
ア
ー
」
な
ど
当
館
主
催
の
各
種
行

事
に
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

〈
入
会
受
付
〉
二
月
上
旬
よ
り
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
申
込
用

紙
に
所
定
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
会
費
を
添
え
て
当
館
総
合
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
郵
送
で
お
申
し
込
み
の
場
合
は

現
金
書
留
か
定
額
小
為
替
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
当
館

普
及
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

当
館
普
及
課
　
℡
〇
七
六
―
二
六
二
―
三
四
一
七

会員証

歴史散歩

※
ト
リ
ヴ
ィ
ア
＝
雑
学
的
な
事
柄
や
知
識
、
豆
知
識

平
成
二
十
二
年
度
れ
き
は
く
メ
イ
ト

会
　
員
　
募
　
集
!!

バスツアー

シンボルマーク


